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いよいよ年の瀬です。今年の年末は私にとって特別な意味があり、

感慨深いものがあります。実は年が明けると私は還暦を迎えるので、

この年末は 50代最後の年の瀬なのです。 

もっとも、何か特別な変化があるわけではありません。会社勤め

ならば定年退職ということになりますが、私はまだまだ働きつづけ

なければなりません。もちろん、これは喜ぶべきことでもあります。 

数年前から還暦を意識し、さまざまな役職を下りるようにしてき

ました。頼まれると断れないという性格のせいで、多いときは 20 を

超える役職を引き受けていました。岩手県〇〇委員、盛岡市〇〇委

員など立派な肩書ですが、いずれも重い責任を担うばかりで、金銭

面で生活の足しになることはひとつもありませんでした。むしろ私

の場合は生活を犠牲にすることのほうが多かったといえます。「私な

どでお役に立てるなら」という思いで、それらの責務を果たすよう

に努めてきました。 

ここだけの話、中には「箔がつく」という理由でそういった役職

に名を連ねている方もいるようですが、私は「名前だけの役職」が

大嫌いなので、自腹を切って勉強をし、ない知恵を絞り、尽くして

きました。それらの委員会において私は年齢的には中堅でしたが、

どんどん若い人に椅子を譲っていくべきだと思っています。だから、

市や県の担当者には「私の後任は私より若い人に」とお願いをして

います。 

それらのほとんどを下りたおかげで身軽になりました（まだ岩手

県立図書館運営協議委員と盛岡中央公民館審議委員を務めています

が、今期でお役御免となる予定です）。その分、これからはもう少し

岩手町に来ることが多くなると思います。飲み会にも大いに参加し

たいと思っていますので、遠慮なく声をかけてください。 

田村淳一郎《昭和の農村》より〈薪はこび〉 昭和３２～３６年頃／一戸町鳥海 



 

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

 

   

 

 

レストラン石神の丘特製 

おおせせちち  
地元の食材をたくさんつかった、ちょっと

洋風なおせち料理で新年を迎えません

か。ただいま予約受付中です。 

１２月３１日(土)午前１１時～午後２時に

レストラン石神の丘店頭にてお引渡しと

なります。(岩手町内のみ配達可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真は昨年のおせち料理です 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

平成２８年度 岩手町小中学校・高校 

絵画コンクール作品展 
２０１７年１月４日（水）～２９日（日） 
開館時間：９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 

休 館 日：１月１０日（火）、１６日（月）、２３日（月）  《入場無料》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末年始も 

道の駅を 

ご利用ください 

道の駅/レストラン「石神の丘」は、

年内１２月３０日(金)１８時まで、年明

けは１月２日（月）９時(レストランは 

１０時３０分)より営業いたします。 

年末年始のお買い物、ご休憩にど

うぞご利用ください。 

〇ふるさとのお土産品を買うなら 

「道の駅・産直施設」 

〇初詣のご休憩・お食事には 

「レストラン石神の丘」 

〇３６５日２４時間休憩 

「道路情報休憩施設」 

コレクションによるテーマ展 

写真と絵画でみる 

岩手県北の昭和 

2016 年 12 月 4 日（日）～18 日（日） 
開館時間：9：00～17：00（入館は 16：30 まで） 

休 館 日：毎週月曜日  《入場無料》 

 

石神の丘美術館では、２００２年のリニューアルオープン以来、美の範囲を幅広くとらえ、地域

の歴史や文化に関わる展示活動も行ってきました。 

この展覧会では、収蔵する作品のなかから、昭和30年代から40年代に撮影された写真、

描かれた絵画を紹介します。 

展示する写真は、田村淳一郎による《昭和の農村》です。30枚からなる組写真には、岩手

町、葛巻町、一戸町の農村の生活が写しだされています。 

写真が撮影された時期と同じ頃、岩手町沼宮内では美術団体「エコール・ド・エヌ」が産声

をあげました。沼宮内（Numakunai）あるいは、北（Nord/North）を意味する「エヌ」の活

動は美術館開館の基礎を形づくりました。本展では、同団体の中心であった齋藤忠誠はじ

め、初期メンバーの作品を紹介します。 

同時期の写真と絵画をご覧いただくことで、昭和の岩手県北部の生活と文化を立体的に

感じられる機会となれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村淳一郎《昭和の農村》より〈箒売り〉                                   「エコール・ド・エヌ小品展（具象７人展）」 

昭和３２～３６年頃／葛巻町                                             昭和３７年／盛岡市・うしお 

 

３段重 

（４人前） 

１6,0００円 
［税込］ 

各部門最優秀賞／上段左から 

村里 丈（沼宮内小１年） 

田中 蒼空（一方井小４年） 

澤口 健太（水堀小６年） 

松澤 駿希（沼宮内中１年） 

滝川 和（沼宮内高２年） 


